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◆ PICNIC Ver.1 又は Ver.2 を使って、衛星用アンテナローテーター（水平角、

仰角）をコントロールするボードキットです。 PICNIC Ver.1 又は、Ver.2 は、

別途ご購入ご用意下さい。（キット 1台 \7,300, 完成品 1台 \12,800） 

◆ 入力は、ローテーターコントローラーからの水平角位置アナログ信号（0-5V）

と仰角位置アナログ信号（0-5V）の２点入力。 

◆ 出力は、ローテーター駆動信号として水平角左右２点（オープンコレクタ）、

仰角上下２点（オープンコレクタ）の４点出力。 

◆ ＰＩＣＮＩＣとの接続は、付属の２６ﾋﾟﾝ・ﾀﾞﾌﾞﾙﾍｯﾀﾞｰ（メス）で直接重ね

て使用できますから、PICNIC Ver.2 の場合、別売りの PICNIC Ver.2 用専用ケ

ース（￥1、600）内に一緒に納めることができます。 ローテーターコントロ

ーラーとは付属の７ﾋﾟﾝ・ﾓﾚｯｸｽｺﾈｸﾀｰを用意しましたので、ローテーターに付属

する DIN コネクタ等とケーブルで接続し、コントローラーと接続します。 

◆本ﾎﾞｰﾄﾞは電源を必要としない為、電源は一切不用です。 

◆ ﾛｰﾃｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾙのみに限らず、PICNIC の簡易汎用入出力ボードとしても使用が

可能です。但しｱﾅﾛｸﾞ入力は、２点のみです。 

◇ PICNIC に対する制御用のソフトウエアは付属していませんので、ご自分で 

          作成するか、フリーウエア等を使用してください。 

● 衛星追尾ソフトウエアは下記を推奨いたします。● 

ＪＲ１ＨＵＯ相田さん製作の CALSAT32 というフリーソフトです。 

このソフトウエアは、そのまま PICNIC 及び当ボードを使用してﾛｰﾃｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾙが可能です。 

相田さんのﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.geocities.co.jp/Technopolis-Mars/8632/index.html 

但し、CALSAT32 はソフトウエアです。PICNIC 及び使用方法、本ボード及びローテーター等のハードウエアに

関する質問は、必ず、当社宛て（本マニュアルの末尾に連絡先が書かれています）にお願い致します。 

◆キット部品一覧表 
部品名 基板上記号 型番、規格 備考 数 

ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀ・ｱﾚｰ IC1 MP4102 NPN 60V,2A x 4 ﾊﾟﾜｰﾀﾞｰﾘﾝﾄﾝ･ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｰ 4 個入   １

抵抗 R1-R6 3.3KΩ1/8W 等 橙橙赤金  ６

積層ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ C1-C4 0.1μF50V（104） 青色 ４

26P ﾀﾞﾌﾞﾙﾍｯﾀﾞｰ･ﾒｽ CNT1  PICNIC 接続用 １

7P ﾓﾚｯｸｽ・ｵｽ・L 型 CNT2  ﾛｰﾃｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾗｰ入出力 １

7P ﾓﾚｯｸｽ・ﾒｽ   ﾛｰﾃｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾗｰ接続用 １

7P ﾓﾚｯｸｽ・ﾒｽ用ﾋﾟﾝ   〃 ７

専用両面ｶﾞﾗｽ基板  TS-CTRL01   １

改良の為、予告無く部品・回路等が変更になる場合が有りますので、ご了承下さい。その際、正誤表等がキッ

トに付属しますので、参照してください。  
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◆組み立て 

  組み立てにあたって、本キットの基板は大変小さく、しかも両面スルホールガラス基板を採用し

ていますので、間違って半田付けしますと専用工具でなければ取れない場合が有りますので、部品表

及び基板上のシルク印刷に十分注意して製作にあたってください。 

１．まず最初は、一番背の低い部品から取りつけ半田で固定します。Ｒ１～Ｒ２の抵抗を基板のシル

ク印刷に従って足を折り曲げ、取りつけてから半田で固定します。 

２．積層ｾﾗﾐｯｸｺﾝﾃﾞﾝｻ（青色）Ｃ１～Ｃ４を取りつけます。出来るだけ足は短く。 

３．次に残りの抵抗Ｒ３～Ｒ６を取りつけます。 この抵抗は、縦付けですから取りつける前に、Ｕ

の字に曲げておきます。 

４．ＣＮＴ2 の入出力ﾓﾚｯｸｽ７ピンｺﾈｸﾀｰ（白色）、ＣＮＴ1 のＰＩＣＮＩＣ側の２６ピンﾀﾞﾌﾞﾙﾍｯｻﾀﾞｰ

コネクタ（黒色）を取りつけます。 

５．最後にＩＣ1 ﾄﾗﾝｼﾞｽﾀｱﾚｰを取りつけます。 この部品には向きがありますので（回路図の実体図

参照、切り欠きの有る方が１番ピン）ｼﾙｸ印刷に合せて１番と１０番を間違えない様に取りつけます。 

ここまで出来ましたら、もう一度間違いが無いか回路図を参照してチェックしてください。 

◆調 整 

   基本的にこのボードは、無調整です。 注意すべき点は、ＣＮＴ1 ｺﾈｸﾀｰを PICNIC と接続する際に、

PICNIC 基板のｺﾈｸﾀﾋﾟﾝ番号と本ﾎﾞｰﾄﾞの番号とが必ず一致していることを確認してから差し込み

PICNIC の電源を入れてください。 列がずれていると、PICNIC 側の入出力ﾎﾟｰﾄ（このﾎﾟｰﾄは PICNIC

のﾏｲｺﾝﾎﾟｰﾄに直接繋がっています）が本基板のｸﾞﾗﾝﾄﾞに落ちる為に、PICNIC を破損する事になります

ので、十分注意してください。 

  板の部品面（部品を取りつける面）          半田が終わり完成した様子 

 

                 PICNIC に重ねて接続した様子 
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◆PICNIC とﾊﾟｿｺﾝの接続と設定 

PICNIC とﾊﾟｿｺﾝとは 10BaseT の LAN ｹｰﾌﾞﾙで接続します。 その際、PICNIC とﾊﾟｿｺﾝが１対１の場合

は、ｸﾛｽ･ｹｰﾌﾞﾙで接続します。 既に LAN 環境になっている場合は、周辺機器と同様に HUB と PICNIC

をｽﾄﾚｰﾄ･ｹｰﾌﾞﾙで接続します。 正常に接続されますと PICNIC の緑色 LINK ﾗﾝﾌﾟが点燈します。 

ﾊﾟｿｺﾝの LAN に関する設定が必要ですから、PICNIC の製作ﾏﾆｭｱﾙを参照してﾊﾟｿｺﾝと PICNIC 間で LAN

を使用して正常に通信し PICNIC が動作するか確認してください。 

 PICNIC のﾘﾓｰﾄ I/O ﾓｰﾄﾞで確認するのが、簡単です。 但し以下のﾃｽﾄは技術的に自信の有る方のみ

行う事を推奨します。 PICNIC の基本 IP ｱﾄﾞﾚｽは、192.168.0.200（変更した場合はそのｱﾄﾞﾚｽ）です

から、IE 等のｳｴﾌﾞﾌﾞﾗｳｻﾞを立ち上げ、ｱﾄﾞﾚｽ窓で「http://192.168.0.200」を入力、ENTER すると PICNIC

がｺﾝﾄﾛｰﾙ画面を返してきます。 本ﾎﾞｰﾄﾞの CNT2 ｺﾈｸﾀ端子の１番、２番端子に（回転位置情報ｱﾅﾛｸﾞ

入力）1.5V 乾電池の＋、３番端子 GND に－を接続すると RA0、RA1 の数値が大きくなれば入力は OK

です。 

出力の確認は、ｺﾝﾄﾛｰﾙ画面の RB4 から RB7 の「H」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすると、PICNIC 基板の LED4 から LED7

がそれに対応して点燈（ﾛｰﾃｰﾀｰ・ﾓｰﾀｰ ON）します。「L」で消燈。 ﾃｽﾀｰを抵抗値ﾚﾝｼﾞにして黒ﾘｰﾄﾞ

を CNT2 の３番 GND に、赤ﾘｰﾄﾞを４番から７番の（RB4 から RB7 に対応）どれかに繋ぎます。  

例として、LED4 が点燈時４番は導通状態となって OK です。これを各端子で確認します。 

 

◆ローテーターとの接続 

各ﾛｰﾃｰﾀｰﾒｰｶｰの説明書をご覧下さい。 

ﾛｰﾃｰﾀｰ･ｺﾝﾄﾛｰﾗｰの外部ｺﾝﾄﾛｰﾙの可能

な機種は、外部ｺﾝﾄﾛｰﾙ用ｺﾈｸﾀｰを持っ

ていますので、水平・垂直位置ｱﾅﾛｸﾞ

信号、水平左右ｽｲｯﾁ信号、仰角上下

ｽｲｯﾁ信号を確認して、本ﾎﾞｰﾄﾞの CNT2

の各該当端子と接続します。CNT2 の

ﾌﾟﾗｸﾞは専用のﾋﾟﾝがふぞくしていま

すので、ﾋﾟﾝにそれぞれの線を半田し

てからｺﾈｸﾀｹｰｽの該当番号にｶﾁｯと音

がするまで差し込みます。 全ての

線の接続が終わりましたら CNT2 にｺﾈｸﾀを接続します。 ﾛｰﾃｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾗｰとの接続及びﾛｰﾃｰﾀｰｺﾝﾄﾛｰﾗｰ

とﾛｰﾃｰﾀｰの接続は、ﾛｰﾃｰﾀｰﾒｰｶｰの取り扱い説明書に従って接続してください。 

例として、スタンダート製 G-5500 の接続関係を図で説明致しました。 
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◆回路図 
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